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撮影協力／異人館倶楽部バビロン

Ju，

綴
邪

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



リ
’。■』１７－－

、戸

露
㈹やザ

「
一
「
一

蝋1１●

⑨念Ｉ
Ｂ

少ＩP
I ~

w ■
■

司宇争

且

時局

唖

＆

０
■

Ｔ
』
且
『

用
型
＆
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a］

:,'１ ｈ

あのドロテビスがサノヘにあのドロテビスがサノヘに

熟
‐
岬
：
》

カラフルで楽しくて夢も希望も
すべて織りこんだような服で知
られるドロテビスが本店に揃い
ます。お立ち寄りください。

カラフルで楽しくて夢も希望も
すべて織りこんだような服で知
られるドロテビスが本店に揃い
ます。お立ち寄りください。

Ｓ〔078)3２１－１７１０

クレージュﾌ ﾞ ﾃ ｨ ｯ ｸヌーJ Ｗし

サ ジへ
（078)3３１－１９５２

サノへ

神戸元町本店（0 7 8 ) 3 ３１－４７０７

川M m A m M N、（ イタリアのジォルジォアルマニがこの欲サノヘ唾登場しますアバンギャルドな感覚をエレガンスな雰
朋気で表現したジャケット・ブラウス・ボトム願など秋のニューコレクションをご期待ください ノ
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趣

『

型

tel
tel
tel

美 しい装いゆ

三番街店t e I （0 6 ) 3 7 2 - 0 0 6 1
虹の街店t e I （0 6 ) ２１３６０６１

巴

”
葛
叡
鎧

癖
垂
窒

Ｆ

ｈ ’
ロ蓋零蓋零 一．~富

里一

Ｌ

､JIM営
五”毎

■

ー .

センター街店
さんちか店
京町店

、ナ
ー

訂日
＝

日

蕊1 割勘
雫Ｐ

W』へ

耳Ｙｑ

巳

畦

3 3 1 - 3 6 9 1
3 9 1 - 4 6 6 3
3 2 1 - 1 2 6 7

ロ

患

画

『

弓

三宮で生まれて三宮で育って6 0 年時計／宝石／貴金属
時計／宝石／貴金属

神戸三富時言 + 店大阪謁詣お砦

『
ＦＦＦ

『

’ 一－ｉ
」

ファッションと
宝飾のブティック

フ|ﾉ>ﾉｦ辻
口－１，ロエ日弓犀ロ

ＫＯＢＥ/ 三宮さんプラザ2 Ｆ
ｔｅＩ３９１－３７９６

（
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目大津西武大津ＳＣ店

、／

、 ノ

欝
譲

目

1１

留記雪

寺

この海をかもめのように。

画神戸さんプラザ店

さんち力、店

回大阪千里阪急地下街店

阪急ファイブ

西武高槻店

泉北パンジョ店

巨宝塚阪急ファミリーストア店

１
一
望
》

KＯＢＥ

言冒竺
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滞
遥
剛

可『

･ ＬＰ

ＬＰ‘

唾
１

1

二画』

ｌｊｄＩ
盈
一

五

ﾌ ｧ ﾝ をもち毛皮ブティックN o . 1 の名を不動のものにば

確かな品質で､ 信頼の輪を広げています６
神戸店／神戸市生田区下山手通り3 の４４

西田ピルＩＦ恋0 7 8 ( 3 3 1 ) 6 2 1 4
芦屋店／芦屋市船戸町２の２１国鉄芦屋

駅山側盃0 7 9 7 ( ３１) 3 3 2 9

統技術とセンズで入念に仕上1 , Ｋ欧米と変わらないお値
段で､ お服けばいま魂日本一多くの支店､ 日本一･ 多くの

1 丁ンセットロロート

ノ

神戸漉罰全面●

毛皮寵里”K “

島原可需に
四

エンバ芦厘商

．匂園峠脈

’１

■Ⅱ
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７月 目次197ｓ･No207
これは神戸を愛する人々の雑誌です。
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の手帖です。

/vl季'こ'。Ｙ巽睡､-唇!修峰1,8’7Ｆ
目次作品・山口牧生

妻紙／小磯良平
セカンドカハー西村功僕の見たパリ７
ｇ神戸っ子' ７８順みつき鈴木一郎
１３ある集いつぼみ会
１５コウベスナンプ
１６イメーンの神戸１６田中薦
１８神戸のテイテール６１石阪春生カメラ．杉尾友士郎
２９私の意見／升田武雄
３１随想武田則明沼田かずゑ／長島隆
３４ある集いその足あとっぽみ会／いち菊
３６私の交友録２足立巻－
３８神戸商船大学と神戸５南正巳
４０インタビュー大森一樹( オレンジロード急行) 監督に聞く
４２吉野芸術村レポート嶋本昭三
４５技術ジャーナル１３１諸岡博熊
４６キャンペーン・国際文化都市神戸を考える１０
ファソション市民大学の成果を踏まえ次の段階へ
嘉納正治森本泰好松岡賢蔵河野忠樽

５２経済ボケソトシャーナル
５４第８回神戸まつり
５６対談遊ぶのは何でもオモロイ神戸
・笑福亭松鶴笑福亭仁鶴
６１神戸寄席御案内
６４座談会ノガンガン歌いましょう

内藤国雄/ たかはしもう石阪春生知念正文／田中美穂
６８神戸の夜．あなたも唄える店ガイド
７０話題のひろは7 ＭＵＳＥ☆C L U B 船上パーティ異人館倶楽部ゴープン
７６ＫＯＢＥＦＡＳＨｌＯＮＳＰＯＴ
Ｂ２アンド＆神戸／神戸まつりの美女たち
Ｂ６ＮＥＵＥＭＯＤＥＭＡＲＣＨＥＮ７／篠原順子
i I 3 神戸の催し物ご棄内７月
1 1 4 ノコの華麗なる挑戦１５剣道入門／小山乃里子
1 1 8 動物園飼育日記１４３亀井一成
1 2 3 神戸の襲いから
1 2 4 座談会/ 今や第三の創造期

久山康北尾信一田村厚藤田久司
1 2 6 神戸を福祉の町に５６橋本明
1 ｚ８フアンションレボート／松谷富士男
1 3 3 ＫF Ｓニュース
剛かわいそうなアリス１９岡田淳
1 3 6 私の映画手帖７／淀川長治
1 3 8 女体百景７２／細川垂
1 4 0 ぴっといん
1 4 3 神戸百店会だより
1 4 4 ポケットシャーナル
1 4 8 連載小説姥捨て７（第ｚ回神戸文学賞受賞作品）
奥野忠昭え，犬童徹

剛連載小説生活７（第２回神戸文学賞受賞作品）
吉峰正人／え。榎忠

1 5 9 トーク＆トーク，トラベルコーナー
1 ＮアルファベットアベニューＰ／新井満・石阪春生
1 7 6 海船港／へビーカーキャリアオレン．デニス号
カメラ・米田定蔵／藤原保之／橋本英男／刃金和夫／速水享
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私の仕事と日本各地を飛び廻って活踊。

~ －、美しさは
自らのうちにあり

自らが創るもの
●日本人で初の

｢ 国際美容賞」に輝やく．…｡ ．

ラ ク美容 月乃桂子
1 9 7 6 年、欧米
各国のエス

プテインャ

ン（美容専

門家）ｌこよっ

て組織j 唖営されて
いるＣＩＤＥＳＣＯシデスコ) の第3 1 回大
会がウィーンで開催され ､ 世界で最も
すぐれたエステティッシャンに蝋られ

る「国際美容賞」を「ケイラク美容法」
によって受賞するという日本人で初の
快拳を成し遂げた。

昭和3 1 年、理学美容研究所、川崎亨
二氏に師事。美しい女性をつくるのが

★ビューティ・メニュー

理崇美容研究会副会長ｃ

やシミなどの肌のトラブル、体重減しなやかなボディで過したい夏。
量にめざましい効果をあげていますビューティドック神戸店のエステテイ
･ ので、今迄の美容法で解決できなかシシャン野呂ゆかりさんは｢ 東洋医学

から生れたケイラク美容が、ニキビ つた方はぜひお出かけ下さい」と語る

●理学美容研究所●川I 埼亨二／月乃桂子

システム①フジンクメンパー（１年会貝〉入会
金１万円②エステメンパー〈永久会典許万円
③ビジター／メンバーの２割j Ｗ
神戸っ子をお持ちの方特別優待可｡

●美容検査及び、カルテ作成●離肌美政コー
ス。盤体全身美容コース＠ケイラク美容・リ
ビングビューティアドバイス●保漣美髪法、
⑤除毛法・育毛法

神
大
松
東

戸店／野合区宮本ｊ唾り２－８－１公0 7 8 ( 2 3 1 ）５７３１( 代）
阪店／南区長堀橋筋２－１９壷0 ６（2 1 1 ) ２０７７

ノ

山店／松山市湊町４の３の１６垂0 8 9 9 ( 3 3 ) ４１０３
京店／港区西麻布３－１－１９壷 0 ３（ 4 0 4 ) ２４３９

、

★ＰＬＡＹ
●正司負右禽全貢ｊＩ４－

ＢＯＯＫＳ§謡経絡美容法一青春出版刊社。"…,,競鵬零＃

鴬蕊iＩ５冊を進呈お申込Ｆさい。ｇ詫轟負･毒･ …塾…１．
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詞『

の

神戸･ 二宮

雲さ
運

トータルコーディネートファッション
●ＬｌＺＡＳＡＬＯＮ
アクセサリー内外雑貨
●ルイ・ミッシェル
ジーンズショッフ･
●ＡＯＹＡＭＡＥｌＫＯ
ＣＯＬＬＥＧＥＳＨＯＰ

●ＣＡＢＩＮ
パリ・ナウファッション
●フランス･ アンＦルヴ3 イ
パリ・ナウファッション
●ジヨー愛１・レツシュ
東京銀座･ 婦人靴
●ダイアナ
舶来靴専門店
●Ｐ１ａ

ヤング＆アタルトファッション
●ノレペール

ヤングアダルトファッション
●ランプ
ファッションバッグ･ アクセサリー
●美呂
原宿･ 婦人服
●ＣＡＮ
銀座･ 婦人服
●ゲルラン
婦人服飾
●東京屋
新宿･ レテz f スファッション
●高野
おしゃれな靴の店
●ＢＯＮフカヤ
コンテンボラリーファッション
●ザ･ コレクション
フ露胃ギンザーレディスファッション
●三愛

ま

"

今
夜
の
亭
外
ナ
ー
に
は
、

ざんプラザ･ センターﾌ ﾟ ラザ

』

/Ｗ

Ｌ

3Ｆ

何
を
着
よ
う
魂

圏
蝋を
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Ｊ Ｈ Ｔ 寺 ・ ｑ Ｙ ｍ ｒ 又

（ 斗 へ □ Ｙ 器 誤 ・ 託 ﹈ こ て 心 ｙ 一 切 誤 ） Ｐ 。 つ ロ ヱ

〈 ① 蕪 韓 共 酬 訓 銃 〉

勢 八 美 餓 域 諭勢 八 美 餓 域 諭

仰 斤 ｒ 行 寸 竺 皿 、 ロ ー 乳 剤 唾 挑

小 ｓ で ぐ ｕ ご ‐ 軌 片 言 鐸 噌 ぞ 佃 亭 涙

仰 斤 ｒ 行 寸 竺 皿 、 ロ ー 乳 剤 唾 挑

小 ｓ で ぐ ｕ ご ‐ 軌 片 言 鐸 噌 ぞ 佃 亭 涙

汎 光 ｌ 廷 匡 尚 Ｓ 「 勢 喋 師 州 計 汁 呉 鰍 覚汎 光 ｌ 廷 匡 尚 Ｓ 「 勢 喋 師 州 計 汁 呉 鰍 覚

０ Ｊ ｎ 斗 韻 〆 云 乎

；
珊 識 （ Ｓ 巴 麓 － １ 里 里

汁 誉
苔 Ⅶ 戯 什 州 酬
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霞

ギ
ッ
ク
リ
腰
と

甘
っ
た
れ

升
田
武
雄

八
ラ
ジ
オ
関
西
社
長
Ｖ

☆
私
の
意
見熱

１
２９
１

鎧鍾鯉一謹鵠

放
送
会
社
の
社
長
な
ら
文
化
人
だ
ろ
う
と
思
う
の
は
早
計
だ
。

例
外
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
常
識
通
り
に
い
か
な
い
と
こ
ろ
に

こ
の
世
の
面
白
さ
が
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

妙
な
こ
と
を
い
う
が
、
例
の
マ
ネ
キ
ン
人
形
、
あ
れ
は
一
体
ど

こ
の
国
の
女
の
顔
な
の
か
。
日
本
人
じ
ゃ
な
し
、
米
、
欧
と
も
違

う
。
中
に
は
色
の
黒
い
の
も
あ
る
が
、
顔
は
黒
人
女
で
は
な
い
。

し
か
も
例
外
な
く
口
を
あ
け
た
阿
呆
ヅ
ラ
で
、
な
ん
と
も
気
味
の

悪
い
国
籍
不
明
の
顔
と
い
う
外
は
な
い
。

話
か
わ
っ
て
「
日
本
人
は
敗
戦
と
同
時
に
脈
抜
け
と
な
り
、
米

軍
占
領
と
と
も
に
骨
抜
き
に
な
っ
た
」
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
い

く
ら
な
ん
で
も
骨
抜
き
は
ひ
ど
過
ぎ
や
し
な
い
か
。
腰
が
抜
け
た

と
い
う
程
度
が
い
い
と
こ
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

も
と
も
と
我
が
民
族
は
生
来
骨
格
が
ひ
弱
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た

シ
ョ
ッ
ク
で
す
ぐ
腰
が
抜
け
る
習
性
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
精
神

的
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
体
質
な
ん
だ
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で
あ
る
。

だ
か
ら
腰
が
据
わ
ら
な
い
。
据
わ
ら
な
い
か
ら
揺
れ
る
。
右
だ
ろ

う
が
左
だ
ろ
う
が
、
何
か
に
寄
っ
掛
っ
て
い
な
い
と
倒
れ
そ
う
に

な
る
。
「
一
辺
倒
」
な
ど
と
い
う
単
眼
的
思
考
が
生
ま
れ
る
ゆ
え

ん
だ
。も

う
一
つ
、
独
り
で
立
っ
て
い
る
と
不
安
で
た
ま
ら
な
い
甘
っ

た
れ
だ
。
そ
こ
で
と
に
か
く
手
近
か
な
集
団
の
中
へ
と
び
こ
ん
で

前
の
奴
の
お
尻
を
つ
か
み
、
漸
く
安
心
し
て
歩
き
だ
す
。
そ
の
集

団
が
一
体
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
は
関
係
な
い
。
な
る

ほ
ど
気
楽
で
は
あ
ろ
う
。
自
己
判
断
も
主
体
性
も
一
切
要
ら
な
い

ん
だ
か
ら
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
人
は
否
応
な
く
国
際
化
の
方
向
を
辿
ら
ね
ば

な
る
ま
い
が
、
さ
て
、
主
体
性
欠
落
の
人
間
が
国
際
人
に
変
身
し

よ
う
と
す
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
。
酒
落
れ

た
服
を
着
て
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、
ペ
ラ
ペ
ラ
ッ
と
や
り
さ
え
す

れ
ば
そ
れ
で
国
際
人
の
出
来
上
り
、
と
い
っ
た
安
直
な
も
の
で
は

あ
る
ま
い
。
民
族
の
「
こ
こ
ろ
」
を
失
く
し
た
無
国
籍
者
が
、
果

し
て
国
際
社
会
に
通
用
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
こ
と
に
心
も

と
な
い
話
だ
。
私
が
マ
ネ
キ
ン
の
顔
に
拘
泥
す
る
の
も
、
そ
ん
な

心
配
を
す
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

鴬譲罰識蝋

…
怨
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ほ
ど
こ
し
た
約
七
階
建
の
メ
ゾ
ネ
ッ
ト

タ
イ
プ
の
住
棟
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

裏
面
と
妻
面
に
円
柱
状
の
階
段
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
塔
が
自
立
し
、
屋
上
の
住

は
め

宅
に
は
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
が
儀
込
ま
れ

こ
の
住
棟
を
山
吹
色
の
ス
ロ
ー
プ
と
廊

下
が
三
階
か
ら
四
階
ぐ
ら
い
の
空
中
を

フ
ラ
イ
イ
ン
グ
し
て
、
Ｙ
字
状
に
配
列

さ
れ
た
住
棟
を
貫
通
し
て
い
ま
す
。

数
多
く
の
住
戸
の
種
類
を
明
解
に
組

合
せ
た
、
み
ご
と
な
複
雑
さ
と
大
胆
な

色
彩
が
調
和
し
、
あ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本

の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
公
団
住
宅
の
プ
ラ
ン

を
考
え
る
と
、
よ
く
ぞ
こ
の
複
雑
な
計

画
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
だ

と
、
改
め
て
こ
の
建
築
家
の
偉
大
さ
を

認
識
し
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の

Ｙ
字
状
の
住
棟
配
置
の
一
角
に
、
ア
ル

ド
・
ロ
ッ
シ
ー
が
ア
イ
モ
ニ
ー
ノ
の
平

面
と
は
対
照
的
な
住
棟
を
配
置
し
た
の

だ
か
ら
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ア
ル

ガ
ラ
ラ
・
テ
ー
ゼ
は
、
ミ
ラ
ノ
の
都

心
か
ら
自
動
車
で
三
十
分
ほ
ど
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

周
囲
の
牧
草
地
で
木
陰
の
気
持
の
良
さ

そ
う
な
場
所
に
日
曜
日
の
せ
い
で
し
ょ

う
か
テ
ン
ト
を
張
っ
て
野
外
生
活
を
楽

し
ん
だ
り
、
大
人
も
子
供
も
盛
ん
に
サ

ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ガ
ラ
ラ
・
テ
ー
ゼ
の
ほ
ぼ
中
央

に
カ
ル
ロ
・
ア
イ
モ
ニ
ー
ノ
の
設
計
に

よ
る
粒
子
の
粗
い
砂
に
茶
色
の
塗
料
を

武
田
則
明

カット／沼田かずゑ

Ｆ
・
ロ
ッ
シ
ー
の
設
計
し
た
建
物
は
白

一
色
で
、
単
純
な
四
角
い
窓
が
事
務
所

ビ
ル
の
よ
う
に
規
則
正
し
く
並
び
、
四

な
い
し
五
階
建
の
長
さ
が
三
百
米
ぐ
ら

い
あ
る
恐
し
く
細
長
い
建
築
。
一
’
二

階
が
壁
柱
で
約
二
米
ピ
ッ
チ
に
建
っ
て

い
る
。
ピ
ロ
テ
イ
ー
に
な
っ
て
い
て
、

さ
な
が
ら
百
足
の
よ
う
で
も
あ
り
ま

す
。ピ

ロ
テ
ィ
ー
は
周
囲
の
牧
草
地
よ
り

約
六
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
低
く
何
の
仕
上

も
な
い
白
一
色
で
あ
る
。
柱
が
前
に
も

後
に
も
無
限
に
続
く
鏡
の
部
屋
の
中
に

い
る
よ
う
な
一
種
の
恐
怖
感
さ
え
引
き

起
す
単
純
さ
、
そ
れ
は
単
色
で
モ
ノ
ト

八
建
築
家
Ｖ

ガ
ラ
ラ
・
テ
ー
ゼ

の
集
合
住
宅

3１

アルド・ロッシー設計の住棟

－
ン
の
世
界
だ
か
ら
宗
教
的
と
も
い
え

る
空
間
を
造
り
出
し
て
い
ま
す
。

私
達
が
こ
の
建
物
の
周
り
を
う
ろ
う

ろ
歩
き
回
り
、
い
さ
さ
か
疲
れ
て
建
物

の
前
の
牧
草
地
で
座
り
こ
ん
で
い
る
と

ロ
ッ
シ
ー
の
建
築
の
住
人
が
私
達
を
部

屋
に
招
き
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女

は
未
婚
の
母
親
で
決
し
て
豊
か
で
は
な

い
の
で
す
が
、
寝
室
ま
で
見
せ
て
く
れ
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１
３２
１

れ
、
州
の
首
都
オ
リ
ン
ピ
ア
は
、
朝
か

ら
糸
の
よ
う
な
早
春
の
雨
が
降
り
、
街

は
そ
ぽ
ぬ
れ
て
冷
た
く
光
っ
て
い
た
。

そ
の
夜
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
テ
ル
で
、

両
知
事
主
催
の
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
州
知
事
の
レ
イ
さ
ん
は
女
の
方

で
、
始
終
に
こ
や
か
に
笑
を
た
た
え
て

私
た
ち
の
一
人
一
人
に
呼
び
か
け
語
り

か
け
て
い
る
よ
う
な
心
お
き
な
い
親
し

み
を
感
じ
さ
せ
た
。
レ
イ
知
事
は
海
洋

生
物
学
専
攻
の
学
者
だ
そ
う
で
あ
る
。

初
め
て
の
ア
メ
リ
カ
は
、
私
を
こ
の

上
な
く
喜
ば
せ
た
。
シ
ア
ト
ル
港
湾
の

船
上
か
ら
の
見
学
、
シ
ス
コ
名
物
の
ケ

ー
ブ
ル
カ
ー
乗
り
、
フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
マ

ン
ズ
・
ワ
ー
プ
の
蟹
料
理
の
美
味
し
さ
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
野
外
劇
場
、
歴
代
ス
タ

ー
の
手
型
、
足
型
な
ど
珍
ら
し
く
見
る

も
の
間
く
も
の
、
す
べ
て
が
感
激
だ
っ

た
。
聾
．、

自
由
行
動
の
一
日
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
知
人
の
Ｍ

さ
ん
の
家
を
訪
ね
た
。
Ｍ
さ
ん
は
至
っ

て
元
気
で
、
忙
し
い
時
間
を
さ
い
て
、

祝賀レセプション（右から二番めが筆者）

気
持
よ
く
私
と
つ
き
合
っ
て
く
れ
た
。

Ｍ
さ
ん
は
私
を
人
形
館
に
つ
れ
て
い

っ
て
く
れ
た
。
い
る
わ
い
る
わ
、
大
ぜ

い
の
人
形
た
ち
が
互
に
ひ
し
め
き
あ
っ

て
い
る
。
私
は
思
わ
ず
歓
声
を
あ
げ
た

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
子
、
ハ
ー
プ
を

奏
で
る
子
、
ジ
ュ
モ
ー
や
シ
モ
ン
な
ど

の
フ
ラ
ン
ス
生
れ
の
人
形
か
ら
、
世
界

中
の
人
形
が
、
世
界
中
の
言
葉
で
話
し

合
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
こ
こ
は
メ
ル

ヘ
ン
の
世
界
で
あ
る
。

こ
の
人
形
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
人

形
は
、
す
べ
て
館
主
個
人
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
、
約
二
万
点
の
人
形
が
収
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
は
こ
こ
で
、
日
本
の
雛
人
形
や
五

月
人
形
を
見
て
驚
い
た
。

こ
れ
は
太
平
洋
戦
争
の
と
き
、
こ
の

あ
た
り
の
人
た
ち
が
、
手
持
の
日
本
人

形
を
、
皆
焼
き
捨
て
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
無
惨
さ
を
見
る
に
偲
び
ず
館
主
が

買
い
取
っ
て
保
存
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
と
、
管
理
人
は
話
し
て
く
れ
た
。

こ
こ
の
入
館
料
は
無
料
だ
が
、
心
あ

る
人
は
館
内
に
お
い
て
あ
る
ピ
ン
の
中

に
、
い
く
ら
か
の
心
付
け
を
お
い
て
い

く
そ
う
で
あ
る
。
私
は
日
本
の
人
形
を

愛
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

を
こ
め
て
、
二
ド
ル
を
ピ
ン
に
入
れ
て

外
に
出
た
。

こ
の
人
形
館
の
す
ぐ
近
く
に
、
も
う

一
軒
人
形
の
家
が
あ
る
と
い
う
の
で
、

Ｍ
さ
ん
に
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
。

こ
こ
に
も
た
く
さ
ん
の
ア
メ
リ
カ
人
形

た
上
に
昼
食
を
ご
馳
走
し
て
く
れ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
ワ
イ
ン
付
き
で
す
。
そ

し
て
彼
女
は
ア
ル
ド
・
ロ
ッ
シ
ー
を
知

っ
て
い
て
、
も
し
彼
に
合
っ
た
ら
、
こ

の
部
屋
の
仕
上
が
悪
い
と
伝
え
て
く
れ

な
ん
て
冗
談
を
い
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
古
い
建
物
だ
け
が
芸
術
の

対
象
と
し
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
文

化
国
家
と
い
わ
れ
る
国
で
は
も
っ
と
も

っ
と
新
し
い
建
築
と
そ
の
建
築
家
達
に

関
心
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何
人

の
人
が
、
自
分
の
住
む
建
物
の
建
築
家

の
名
前
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
た

だ
機
能
上
や
性
能
上
の
話
題
で
は
な

く
。
美
し
さ
や
、
文
化
的
関
心
を
も
っ

と
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
決
し
て
高
い
文
化
国

家
と
は
い
わ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た

何
人
の
建
築
家
が
、
文
化
的
責
任
を
負

え
る
設
計
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
。
遠
く
イ
タ
リ
ヤ
の
ミ
ラ
ノ
の
郊
外

で
考
え
た
こ
と
で
す
。

人
形
、
し
」
の

出
合
い

沼
田
か
ず
ゑ

八
洋
画
家
・
兵
庫
県
国
際
親
善
使
節
団
団
員
Ｖ

私
に
と
っ
て
、
生
れ
て
は
じ
め
て
踏

む
ア
メ
リ
カ
の
土
、
私
は
感
激
に
胸
を

踊
ら
せ
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
だ
し
た
。
四
月
三
日
は
兵
庫
県

と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
姉
妹
提
携
一
五
周

年
記
念
の
共
同
宣
言
と
調
印
式
が
行
わ
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E ,

パ
リ
雑
感

長
島
隆

が
並
ん
で
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
製
作
年
代

と
作
者
名
、
値
段
を
書
い
た
カ
ー
ド
が

付
け
て
あ
っ
た
。

私
は
、
あ
れ
こ
れ
物
色
し
た
中
か
ら

約
二
十
年
く
ら
い
前
に
作
ら
れ
た
の
を

一
体
と
、
五
十
年
く
ら
い
た
っ
た
も
の

を
二
体
と
を
買
っ
た
。
そ
し
て
私
は
大

事
に
大
事
に
い
た
わ
り
な
が
ら
連
れ
て

帰
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
こ
の
子
た
ち
に
良

い
名
を
つ
け
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

こ
の
度
の
ア
メ
リ
カ
の
旅
は
、
有
意

義
な
価
値
多
い
旅
で
は
あ
っ
た
が
、
な

か
で
も
、
ア
メ
リ
カ
人
形
と
の
出
合
い

こ
そ
、
私
に
と
っ
て
一
番
の
価
値
で
あ

っ
た
。

八
神
戸
地
下
街
株
式
会
社
専
務
Ｖ

前
回
の
訪
問
で
は
一
フ
ラ
ン
が
七
十

円
だ
っ
た
の
が
、
今
回
は
五
十
円
と
強

く
な
っ
て
得
を
し
た
気
に
な
っ
た
が
、

物
価
騰
貴
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
正
確
に

は
よ
く
分
ら
な
い
。
初
め
て
パ
リ
を
訪

れ
た
の
が
七
年
前
、
万
博
の
翌
年
、
そ

れ
か
ら
今
回
で
四
回
め
だ
が
、
行
く
度

に
街
の
様
子
が
変
っ
て
ゆ
く
。
道
路
上

の
エ
ス
カ
ル
ゴ
が
消
え
た
、
セ
ル
フ
サ

－
ビ
ス
の
店
が
ふ
え
た
、
高
層
建
築
物

が
目
に
つ
く
、
新
し
い
ア
パ
ル
ト
マ
ン

に
建
て
変
っ
て
ゆ
く
ｅ
ｔ
ｃ
・
中
で
も

変
な
建
物
だ
な
と
思
っ
た
の
は
ポ
ン
ピ

ド
ー
博
物
館
。
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が

古
い
パ
リ
の
街
な
か
に
現
れ
た
感
じ
。

前
の
広
場
で
パ
ン
ト
ミ
ー
ム
や
蛇
使
い

が
人
を
集
め
て
賑
や
か
な
の
は
楽
し
か

っ
た
。変

っ
た
と
い
え
ば
ホ
テ
ル
の
ビ
デ
。

七
年
前
の
宿
は
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
に
近

い
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
パ
ラ
ス
。
今
回
は
少

し
ぜ
い
沢
を
し
て
プ
ラ
ザ
・
ア
テ
ネ
。

以
前
の
ビ
デ
は
、
一
見
水
の
飲
み
口
み

た
い
な
突
起
が
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
お

湯
が
で
て
、
こ
こ
に
対
象
物
を
あ
て
が

っ
て
洗
浄
す
る
（
の
だ
そ
う
だ
）
。
こ

れ
が
ダ
円
形
の
洗
面
器
ま
た
は
便
器
の

よ
う
な
形
に
変
っ
た
。
こ
れ
に
一
杯
お

湯
を
た
め
て
、
お
尻
を
ズ
ボ
ン
と
お
湯

に
つ
け
て
洗
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

な
ん
で
も
、
以
前
の
ビ
デ
は
例
の
突
起

か
ら
お
湯
な
ら
ぬ
熱
湯
が
ふ
き
出
し
て

パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
仔
猫
ち
ゃ
ん
に
ヤ
ケ

ド
を
さ
せ
る
事
故
が
瀕
発
し
た
た
め
こ

の
形
に
変
っ
た
（
の
だ
そ
う
だ
）
。

コ
ン
コ
ル
ド
か
ら
ピ
ガ
ー
ル
ヘ
の
メ

ト
ロ
の
車
中
で
、
無
言
の
寸
劇
が
あ
っ

た
。
扉
の
そ
ば
で
バ
シ
ッ
と
派
手
な
平

手
打
ち
の
音
が
し
た
。
殴
っ
た
男
は
色

白
で
ポ
テ
ッ
と
し
た
顔
つ
き
で
マ
ス
ト

ロ
ヤ
ン
ニ
に
近
い
感
じ
。
殴
ら
れ
た
の

は
髭
の
剃
り
跡
も
濃
い
色
黒
の
目
つ
き

の
ギ
ョ
ロ
ッ
と
し
た
エ
イ
キ
ム
・
タ
ミ

ロ
ブ
と
い
う
感
じ
。
殴
っ
た
優
さ
男
の

マ
ス
ト
ロ
ャ
ン
ニ
君
は
、
サ
ッ
と
素
早

く
後
方
の
扉
へ
移
り
憤
然
と
し
た
表
情

で
ギ
ョ
ロ
眼
の
タ
ミ
ロ
フ
君
を
呪
み
つ

け
て
い
る
。
殴
ら
れ
た
タ
ミ
ロ
フ
君
は

こ
れ
ま
た
憤
然
と
し
て
マ
ス
ト
ロ
ャ
ン

ニ
君
を
呪
み
つ
け
て
い
る
。
何
か
罵
し

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
口
を
も
ぐ
も
ぐ

さ
せ
て
い
る
だ
け
で
声
に
は
出
さ
な

い
。
何
か
ア
シ
ビ
ー
ル
す
る
よ
う
に
隣

の
婦
人
を
振
り
返
っ
た
が
、
婦
人
は
そ

知
ら
ぬ
顔
。
周
り
の
人
も
み
な
知
ら
ぬ

顔
。
扉
と
扉
の
前
で
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
た
二
人
の
晩
い
合
い
は
続
く
。
駅

が
近
づ
い
て
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
て
き

た
。
タ
ミ
ロ
フ
君
は
扉
の
ノ
ブ
に
手
を

か
け
て
降
り
た
ら
ホ
ー
ム
で
マ
ス
ト
ロ

君
に
と
び
か
か
ら
ん
許
り
の
表
情
で
脱

み
つ
け
て
い
る
。
電
車
が
停
ま
っ
た
、

マ
ス
ト
ロ
君
は
サ
ッ
と
ホ
ー
ム
へ
、
そ

し
て
、
出
口
へ
。
ほ
と
ん
ど
同
時
に
タ

ミ
ロ
フ
君
も
サ
ッ
と
ホ
ー
ム
へ
、
そ
し

て
、
マ
ス
ト
ロ
君
に
襲
い
か
か
る
と
思

い
き
や
、
何
と
反
対
方
向
の
出
口
へ
逃

げ
る
よ
う
に
ノ
．
こ
れ
一
体
ど
う
な
っ
て

ん
の
。
み
な
さ
ん
ど
う
思
う
。
「
痴
話

げ
ん
か
と
違
い
ま
っ
か
」
と
石
阪
画
伯

は
い
う
の
だ
が
。
グ
ラ
ン
・
パ
レ
で
マ

チ
ス
展
と
セ
ザ
ン
ヌ
展
、
ジ
ュ
ー
・
ド

・
ポ
ム
の
印
象
派
、
ゴ
ブ
ラ
ン
の
国
立

織
物
工
場
、
シ
ュ
ノ
ン
ソ
ー
の
お
城
の

デ
ュ
パ
ン
夫
人
像
ｅ
ｔ
ｃ
・
高
尚
な
話

に
入
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
紙
数
が
尽

き
た
。
す
み
ま
せ
ん
。
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□
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と

っ
ぽ
み
会

い
ち
菊
八
花
隈
芸
妓
Ｖ

私
達
の
勉
強
会
、
っ
ぽ
み
会
は
、
六

年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。
私
達
の
生
活

の
中
に
お
稽
古
事
が
占
め
る
割
合
と
い

う
の
は
大
き
な
も
の
で
、
そ
れ
が
ま
た

私
達
の
生
活
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
日
常
生
活
の
忙
し
さ
や
、
お
つ

き
あ
い
に
理
由
を
つ
け
て
、
時
と
し
て

お
稽
古
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
の

三
人
で
あ
で
や
か
に
〃
松
竹
梅
″
を
（
筆
者
は
右
端
）
最
後
に
勢
揃
い
で
手
締
め
の
挨
拶
。

で
、
芸
を
磨
く
こ
と
へ
の
努
力
不
足
が

あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
の
お
姐
さ
ん
方

の
御
配
慮
も
あ
り
、
ま
た
私
達
も
一
つ

の
目
標
と
し
て
、
何
か
気
分
を
引
き
し

め
る
よ
う
な
事
も
大
切
で
は
な
い
か
と

若
手
が
集
ま
っ
て
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

が
っ
ぽ
み
会
の
初
ま
り
で
す
。
最
近
で

は
年
一
回
の
勉
強
会
で
す
が
、
お
蔭
を

も
ち
ま
し
て
今
年
四
月
に
十
回
目
の
発

表
会
も
無
事
す
ま
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
え
に
ご
ひ
い
き
筋
の
お

力
添
え
の
お
蔭
げ
と
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。

私
達
は
ま
だ
芸
の
上
は
開
花
を
み
ま

せ
ん
つ
ぼ
み
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
お

教
え
頂
き
お
師
匠
さ
ん
、
お
姐
さ
ん
方

に
負
け
な
い
よ
う
に
上
手
に
な
り
、
っ

ぽ
み
を
き
れ
い
な
花
に
咲
か
せ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
は

後
に
続
く
人
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ど
う

し
て
も
私
達
が
こ
の
花
隈
を
背
お
っ
て

立
っ
て
行
か
ね
ば
と
、
大
き
な
大
き
な

希
望
を
も
っ
て
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま

す
。今

ま
で
は
、
何
も
か
も
お
師
匠
さ

ん
、
お
姐
さ
ん
方
に
、
お
膳
立
て
を
し

て
い
た
だ
き
、
私
達
は
踊
っ
て
い
れ
ば

よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
つ
ぼ
み
会
は
自

分
達
で
全
部
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初
何

ん
で
も
な
い
と
思
っ
た
の
が
大
ま
ち
が

い
、
案
内
状
一
つ
に
し
て
も
字
を
間
違

え
た
り
、
会
計
の
方
も
帳
簿
が
合
わ
な

か
っ
た
り
で
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

ち
ら
で
叱
ら
れ
、
こ
ち
ら
で
謝
り
、
し

ま
い
に
は
全
員
ヒ
ス
テ
リ
ー
、
泣
い
た

こ
と
も
幾
度
か
…
…
こ
れ
か
ら
も
私
達

の
努
力
を
、
お
客
様
方
に
見
て
頂
き
、

御
批
判
を
頂
戴
し
、
ま
た
こ
の
上
お
力

と
な
っ
て
頂
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

連
絡
先
／
花
隈
検
番
０
７
８
（
３
４
１
）
４
４
４
４
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年会費：お－人10,000円ﾎﾃﾙ利用券5,000円を含みます）
割引：オリエンタルホテル‘六甲オリエンタルホテル

での宿泊、飲食の際サービス料1 0 ％割引いたし
ます。その他いろいろの特典がございます。

特別催：随時、会員のための特別催しをいたします。

し南蛮人文様小鮫瓶
￥55,000円

オリエンタル
ﾚﾃﾞｨｽｸﾗﾌﾞ

刀剣古美術

鑑定買入刀剣研磨その他工作
一カ月仕上是非ご用命下さい。
お支払いに便利なローンをご利用下さい。

q 初期伊万里染付徳利
￥190,000円

神戸市生田区京町2 ５オリエンタルホテル内
：恋（0 7 8 ) ３３１－８１１１

！

神戸市生田区元町通6 丁目2 5 番地

会員募集中

オリエンタルレディスクラブ繋務肘3５

潮
器
袈
伊
＃
ロ
’

臭
ＴＥＬＯ７８－３５１－００８１

彫古美術鬼 妬刀剣
お問い合せ
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こ
こ
に
『
天
秤
』
の
連
中
の
顔
が
珍
し
く
そ
ろ
っ
た
写
真
が
あ

る
。
前
列
に
は
岡
本
穂
一
・
亜
騎
保
・
原
口
ち
か
ら
・
桑
島
玄
二

が
し
ゃ
が
ん
で
い
る
。
原
口
は
い
ま
は
同
人
で
は
な
い
け
れ
ど
、

第
一
次
と
も
い
う
べ
き
時
期
に
は
、
物
心
両
面
で
『
天
秤
』
を
支

え
て
く
れ
た
人
で
、
そ
の
の
ち
も
同
人
の
主
治
医
の
よ
う
な
役
を

つ
と
め
て
く
れ
て
い
る
。
米
田
透
・
亜
騎
保
の
開
腹
手
術
も
、
原

口
の
世
話
に
な
っ
た
。
わ
た
し
も
風
疹
騒
ぎ
最
中
の
孫
の
誕
生
で

大
変
な
面
倒
を
か
け
た
。
仲
間
に
医
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

何
と
い
っ
て
も
あ
り
が
た
く
、
心
丈
夫
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
同
人

は
何
か
と
い
う
と
原
口
に
電
話
を
か
け
る
。

後
列
に
は
、
宮
崎
修
二
朗
・
静
文
夫
・
米
田
透
・
烏
巣
郁
美
・

津
高
和
一
・
三
浦
照
子
・
伊
田
耕
三
が
な
ら
ん
で
い
る
。
わ
た
し

も
グ
ラ
ス
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
。

津
高
和
一
は
、
は
じ
め
詩
を
書
い
て
い
た
が
、
戦
争
末
期
か
ら

洋
画
を
か
く
よ
う
に
な
り
、
独
自
の
非
具
象
的
画
風
を
つ
く
り
あ

げ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
津
高
は
毎
年
秋
、
西

宮
の
自
庭
に
近
作
を
な
ら
べ
て
知
友
に
見
せ
る
。
こ
の
写
真
は
四

年
ほ
ど
前
の
そ
の
自
庭
展
で
の
撮
影
で
あ
る
。
陽
の
か
げ
る
の
が

早
い
晩
秋
、
会
も
果
て
よ
う
と
す
る
と
き
に
宮
崎
修
二
朗
の
知
人

の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
撮
っ
て
も
ら
っ
た
。
だ
か
ら
、
空
は
も
う
真
暗

だ
。こ

の
写
真
に
は
い
っ
て
い
な
い
同
人
と
い
え
ば
、
田
部
信
ひ
と

り
で
あ
る
。
田
部
は
岬
絃
三
の
実
弟
に
あ
た
る
。
岬
は
わ
た
し
ど

も
の
最
も
古
い
友
人
の
ひ
と
り
で
、
戦
争
中
い
わ
ゆ
る
神
戸
詩
人

事
件
に
連
坐
し
た
。
そ
し
て
敗
戦
を
迎
え
る
と
、
む
か
し
の
仲
間

足
立
一

八
詩
人
Ｖ
巻
一

を
集
め
て
同
人
詩
誌
を
出
そ
う
と
真
っ
先
に
言
い
出
し
、
用
紙
の

入
手
や
ら
印
刷
の
こ
と
や
ら
に
走
り
回
っ
た
。
が
、
そ
の
創
刊
号

を
見
る
こ
と
な
く
、
岬
は
脳
腫
傷
の
た
め
に
急
死
し
た
。
白
質
長

身
じ
つ
に
気
前
の
い
い
や
つ
だ
っ
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
わ
た
し
た
ち
の
戦
後
の
同
人
雑
誌
は
、
岬
絃

三
の
追
悼
号
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
誌
名
は
『
カ
タ
ル

シ
ス
』
と
し
た
が
、
実
質
上
は
そ
れ
が
『
天
秤
』
の
創
刊
号
で
あ

っ
た
。
つ
づ
い
て
、
田
部
に
は
岬
の
身
代
わ
り
の
よ
う
に
同
人
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
田
部
も
ま
た
脊
椎
を
病
ん
で

全
身
の
自
由
を
失
い
、
療
養
生
活
は
十
年
を
越
え
、
い
ま
は
か
れ
を

よ
く
理
解
し
て
く
だ
さ
る
医
師
が
経
営
す
る
播
州
の
病
院
で
闘
病

を
つ
づ
け
て
い
る
。
し
か
も
、
詩
と
手
記
と
を
休
む
こ
と
な
く
書

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
田
部
に
対
し
、
わ
た
し
を
ふ
く

め
て
同
人
の
精
神
的
な
助
力
は
、
充
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
を

つ
ら
い
と
思
う
に
つ
け
て
、
同
人
雑
誌
の
仲
間
と
い
っ
て
も
人
間

の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
事
実
を
考
え
さ
せ
ら

れ
て
し
ま
う
。
所
詮
は
わ
が
身
が
一
番
可
愛
い
の
だ
。

さ
て
昨
年
十
一
月
十
九
日
の
午
後
、
静
文
夫
詩
集
『
彩
眠
帖
』

の
出
版
記
念
会
が
〃
フ
ェ
ン
デ
ィ
″
と
い
う
バ
ー
で
催
さ
れ
た
。

古
典
調
の
落
ち
つ
い
た
バ
ー
で
あ
る
が
、
そ
こ
の
マ
マ
さ
ん
の
特

別
の
厚
意
で
開
店
す
る
夕
刻
ま
で
の
時
間
を
貸
し
て
く
れ
た
の
で

あ
る
。静

文
夫
は
古
い
詩
人
で
あ
る
。
戦
前
の
神
戸
に
お
け
る
モ
ダ
ニ

ズ
ム
詩
の
一
方
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
戦
後
も
堅
実
に

詩
を
書
き
進
め
、
古
典
的
格
調
を
高
め
た
。
『
彩
眠
帖
』
は
そ
の

八
中
Ｖ

’
3６
１

口
私
の
交
友
録
八
２
Ｖ

『
天
秤
』
の
連
山
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騨
薯智

藍▽『且喝

識
騨
耀
識
蝿
曇

前
列
む
か
っ
て
右
か
ら
桑
島
玄
二
、
原
口
ち
か
ら
、

亜
騎
保
、
岡
本
甚
一
後
列
右
か
ら
伊
田
耕
三
、
筆
者

三
浦
照
子
、
一
人
お
い
て
津
高
和
一
、
一
人
お
い
て

鳥
巣
郁
美
、
米
田
透
、
板
谷
和
雄
、
静
文
夫
、
宮
崎

修
二
朗
。
（
敬
称
略
）

守

１
３７
１

到
達
を
示
す
詩
集
で
あ
っ
た
。

詩
集
が
出
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
出
版
記
念
会
ら
し
い
も

の
も
や
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
際
ぜ
ひ
や
ろ
う
と
い
う
意
見
は

同
人
の
あ
い
だ
で
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
静
文
夫
の
好

み
を
考
え
る
と
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
大
勢
集
ま
っ
て
オ
ダ

を
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
の
は
、
静
の
最
も
忌
み
嫌
う
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
ど
こ
か
古
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
別
荘
で
も
借
り
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
眺
め
て
か
ら
静
か
に
感
想
を
交
す
と
い
う
の
が
好

ま
し
か
ろ
う
。
休
憩
に
は
だ
れ
か
が
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
く
れ
る
と

一
層
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
舞
怠
装

置
は
ま
ず
不
可
能
で
、
あ
げ
く
は
古
典
調
の
バ
ー
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

「
天
秤
』
の
同
人
を
中
心
に
二
十
人
が
集
ま
っ
た
。
す
べ
て
静

の
気
に
入
っ
た
人
た
ち
ば
か
り
で
、
案
内
を
出
す
と
全
員
が
出
席

す
る
と
い
っ
た
。
ひ
と
り
の
欠
席
者
も
な
い
の
に
は
驚
い
た
。

静
文
夫
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
筆
名
で
あ
る
。
同
人
の
最
年

長
者
に
属
し
、
六
十
五
歳
は
と
っ
く
に
越
え
て
い
る
。
そ
れ
な
の

に
禿
げ
も
せ
ず
白
髪
に
も
な
ら
ず
、
髪
は
幸
亘
午
の
よ
う
に
豊
か
で

漆
黒
で
、
色
白
の
顔
の
色
艶
は
よ
く
、
と
て
も
そ
ん
な
年
に
は
見

え
な
い
。

若
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
貿
易
に
従
事
し
、
い
ま
は
さ
る
貿
易
商

社
の
役
員
で
あ
る
。
従
っ
て
英
語
に
も
堪
能
だ
し
身
の
こ
な
し
も

ス
マ
ー
ト
だ
し
、
バ
イ
ヤ
ー
の
接
待
で
鍛
え
ら
れ
た
の
か
、
酒
席

の
場
持
ち
も
う
ま
い
。
あ
る
詩
人
仲
間
の
集
ま
り
で
炭
坑
節
が
出

た
途
端
、
真
っ
先
に
踊
り
だ
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
古
典
的
で

高
踏
的
詩
風
の
ゆ
え
に
そ
の
場
の
女
流
詩
人
を
驚
か
せ
、
失
望
さ

せ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
要
す
る
に
世
俗
を
も
く
ぐ
り
抜
け
た
し
ぶ
と

い
老
人
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
そ
の
出
版
記
念
の
集
ま
り
で
そ
れ
ぞ
れ

ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
や
が
て
主
賓
静
文
夫
の
あ
い
さ
つ
の
段
と
な

っ
た
と
き
、
主
賓
は
絶
句
し
、
両
手
で
顔
を
お
お
い
、
号
泣
し
は

じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
年
に
な
っ
て
な
お
こ
れ
ほ
ど
声
を
し
ぼ

っ
て
感
泣
で
き
る
静
文
夫
に
、
わ
た
し
は
つ
く
づ
く
敬
服
し
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
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学
生
生
活

寮
歌
・
船
歌
．

南
正
巳
八
神
戸
商
船
大
学
学
長
Ｖ

口
神
戸
商
船
大
学
と
神
戸
処
八
５
“
Ｖ

校
歌

Ｈ
茅
淳
の
浦
風
静
か
に
て
六
甲
の
嶺
か
す
み
こ
め

天
地
は
あ
ら
た
に
蕪
へ
り
吾
等
に
歓
喜
の
叫
び
あ
り

口
昇
る
旭
日
の
影
清
く
磯
馴
松
も
み
ど
り
映
え

沖
に
出
て
行
く
真
帆
片
帆
吾
等
が
醒
む
る
時
は
来
ぬ

以
下
略

寮
歌

Ｈ
白
波
寄
す
る
東
明
の
島
根
の
春
の
魁
に

世
の
黄
塵
を
よ
そ
に
し
て
六
甲
山
鹿
梅
清
く

久
遠
の
光
射
す
と
こ
ろ
開
け
啓
蒙
の
叫
び
盤

目
岸
打
つ
涛
に
聾
合
せ
男
児
の
歌
を
唱
ふ
時

紀
伊
の
山
脈
遥
か
に
て
生
気
溢
る
る
茅
淳
の
海

梨
明
の
鐘
高
鳴
れ
ば
海
に
文
化
の
響
あ
り以

下
略

神
戸
高
等
商
船
学
校
開
校
記
念
誌
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。
「
本
校
は
厳
密
な
意
味
で
は
未
だ
校
歌
と
寮
歌
を
有
し
て

い
な
い
。
だ
が
青
年
の
生
活
に
は
自
ら
詩
が
あ
り
詠
歌
が
あ
る
。

こ
れ
に
準
じ
た
も
の
は
偶
然
生
徒
の
間
に
生
ま
れ
、
昭
和
二
年
以

来
い
つ
と
な
く
唱
和
さ
れ
、
準
校
歌
準
寮
歌
と
な
っ
て
ゐ
る
。
勿

論
歌
詩
も
未
だ
熟
せ
ず
、
詠
歎
多
く
青
年
の
感
傷
を
出
な
い
が
、

而
も
、
海
国
日
本
の
意
気
、
青
年
日
本
の
感
激
、
乃
至
は
海
波
を

家
と
す
る
海
員
の
詠
歎
、
必
ず
し
も
一
顧
を
価
し
な
い
も
の
で
も

な
い
。
…
…
後
略
。
」

校
歌
、
寮
歌
と
も
そ
の
後
正
式
な
も
の
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
校
歌
は
、
元
川
崎
商
船
学
校
教
諭
渡
辺
義
治
氏
、
そ
し
て

寮
歌
は
、
神
戸
高
等
商
船
学
校
機
関
科
二
期
生
歳
森
寿
高
氏
に
よ

パ
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
よ
く
歌
わ
れ
た
の
が
寮
歌

で
あ
り
ま
た
船
歌
で
あ
る
。

進
徳
丸
船
歌

作
詞
不
詳

作
曲
海
軍
軍
楽
隊

リ
作
詞
さ
れ
、
ま
た
い
ず
れ
も
大
正
二
年
に
、
永
井
幸
次
氏
に

よ
り
作
曲
さ
れ
た
。

川
崎
商
船
学
校
時
代
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が

高
等
商
船
学
校
時
代
の
学
生
々
活
は
、
い
ま
顧
み
る
と
随
分
窮
屈

な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
校
則
に
よ
る
と
、
「
本
校
ノ
教
育
目

的
ハ
健
全
ナ
ル
思
想
ト
完
全
ナ
ル
常
識
ト
ヲ
酒
養
シ
高
等
船
舶
職

員
タ
ル
ト
同
時
二
海
軍
予
備
員
ト
シ
テ
職
務
遂
行
二
必
要
ナ
ル
学

術
、
技
能
ヲ
修
得
セ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て

席
上
課
程
で
は
、
教
室
に
お
け
る
授
業
以
外
に
、
訓
育
に
重
点
を

置
い
た
軍
事
学
、
技
業
、
武
道
お
よ
び
水
泳
等
の
い
わ
ゆ
る
実
課

に
か
な
り
の
時
間
が
さ
か
れ
、
さ
ら
に
寄
宿
舎
で
の
団
体
生
活
も

ま
た
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。

起
床
ラ
ッ
パ
に
よ
る
「
総
員
起
し
」
か
ら
就
寝
ま
で
、
精
細
な

規
則
に
よ
り
縛
ら
れ
た
文
字
通
り
の
二
四
時
間
教
育
で
あ
り
、
日

課
の
遂
行
は
、
教
官
の
監
督
の
下
、
ヘ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
て
い
た
最

上
級
生
に
よ
っ
て
総
て
取
り
仕
切
ら
れ
、
批
判
的
態
度
は
も
ち
ろ

ん
許
さ
れ
ず
、
ま
た
、
少
し
で
も
手
を
抜
け
ば
、
た
ち
ま
ち
活
を

入
れ
ら
れ
た
。
厳
し
い
生
活
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
潤
い

も
ま
た
あ
り
、
夕
食
後
か
ら
自
習
時
間
ま
で
の
約
二
時
間
の
自
由

時
間
に
は
、
寮
内
唯
一
の
畳
部
屋
で
寝
そ
べ
り
、
酒
保
で
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
ん
で
雑
談
し
、
ま
た
時
に
は
、
お
茶
と
煎
餅
に
よ
る
コ
ン

１
３８
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F 騨覇．…靭

繍蟻
寮生活・自由時間・いつも帽子を離さないのがおもしろい 寮生活・総員起しによって同時に洗面に集中する

㈲
仰
ぐ
六
甲
青
雲
今
日
ぞ
船
装
ひ
す
る
吾
等
に
廉
く

海
洋
征
覇
飛
躍
の
門
出
堀
爽
風
呼
ぶ
壮
美
の
極
み

総
帆
声
あ
り
己
に
勝
て
り
と
進
徳
丸
ぞ
措
頭
高
く

指
す
や
羅
針
栄
光
の
校
旗

以
下
略

寮
歌
は
、
こ
の
ほ
か
十
指
に
あ
ま
る
船
歌
と
と
も
に
、
大
学
と

な
っ
た
現
在
も
な
お
、
学
生
の
間
に
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
生
活
を
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
き
、
誠
に

申
し
訳
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
教
室
で
教
官
方
か
ら
ど
の
よ
う

な
講
義
を
お
間
か
せ
頂
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
記
憶
が
な

い
。
そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
、
身
体
で
憶
え
た
実
課
そ
し
て
実
課

を
指
導
さ
れ
た
教
官
方
の
印
象
が
よ
り
強
く
残
っ
て
い
る
。
教
練

で
の
朗
々
た
る
号
令
、
〃
折
敷
け
″
の
動
作
が
印
象
に
残
る
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
「
タ
己
の
Ｈ
教
官
、
い
つ
も
洗
濯
が
良
く
き
い
た
服

を
身
に
つ
け
、
眼
を
パ
チ
パ
チ
と
ま
ば
た
く
癖
が
あ
り
、
ま
た
ズ

ボ
ン
下
す
な
わ
ち
パ
ッ
チ
は
特
大
を
は
く
の
が
身
体
に
よ
く
、
冬

と
も
な
れ
ば
保
温
に
最
適
と
い
う
こ
と
で
胸
ま
で
あ
る
パ
ッ
チ
を

愛
用
さ
れ
、
眼
の
。
ハ
チ
パ
チ
と
こ
の
パ
ッ
チ
を
か
け
て
、
失
礼
な

が
ら
「
パ
チ
」
の
揮
名
を
捧
げ
た
信
号
の
Ｉ
教
官
、
さ
ら
に
は
濡

落
で
勇
気
凍
女
た
る
偉
丈
夫
、
左
ギ
ッ
チ
ョ
で
見
事
な
結
索
の
腕

を
披
露
さ
れ
、
右
き
き
の
学
生
を
と
ま
ど
わ
せ
た
、
通
称
「
ワ
ッ

チ
」
の
Ｔ
教
官
、
…
…
。
当
時
の
学
生
達
に
と
っ
て
忘
れ
難
い
教

官
方
で
あ
っ
た
。

神
戸
高
等
商
船
学
校
二
五
年
の
歴
史
は
、
日
本
が
そ
し
て
世
界

が
、
戦
争
と
い
う
巨
大
な
嵐
の
中
に
否
応
な
し
に
引
き
ず
り
込
ま

れ
た
激
動
の
時
代
を
背
景
に
し
て
い
た
。
教
育
体
系
は
、
こ
の
間

海
を
志
し
海
外
へ
の
雄
飛
を
目
指
す
若
者
を
育
成
し
て
き
た
初
期

の
頃
の
船
員
教
育
本
来
の
姿
か
ら
、
時
局
の
変
動
に
つ
れ
て
急
速

に
戦
時
色
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
と
と
も
に
学
生
の
意
識

も
ま
た
同
じ
方
向
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
行
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
六
甲
を
仰
ぎ
、
茅
淳
の
海
を
眺
め
、
海
へ
の

憧
れ
を
抱
い
て
寮
歌
、
船
歌
を
歌
い
、
ま
た
、
日
頃
接
す
る
教
官

に
人
間
味
を
求
め
る
若
者
の
本
質
は
、
昔
も
今
も
変
わ
る
こ
と
は

な
い
。
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